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伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
は
伊
豆
半

島
、
下
田
市
に
と
っ
て
絶
対
に
必

要
な
道
路
で
す
。
沼
津
・
下
田
間

約

㎞
の
全
線
早
期
開
通
を
推
進

６０
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

首
都
圏
に
隣
接
す
る
半
島
と
し

て
、
房
総
半
島
、
三
浦
半
島
は
道

路
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
伊
豆
半
島
は
完
全
に
遅
れ

て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
皆
様
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
、
最
高
の
観

光
地
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
利
用

を
妨
げ
て
い
る
の
が
道
路
事
情
の

不
便
さ
で
す
。
経
済
活
性
、
特
に

観
光
関
連
や
一
次
産
業
に
と
っ
て
、

伊
豆
縦
貫
道
の
効
果
は
絶
大
で
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
マ
イ

ナ
ス
に
と
ら
え
る
一
部
の
方
々
が

い
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
に
す
る
知
恵
、

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
知
恵
が
不
足
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

経
済
力
強
化
も
含
め
、
防
災
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
等
安
心
・
安

全
確
保
の
「
命
の
道
」
と
し
て
、

生
活
に
密
着
し
た
必
要
な
道
路
で

す
。
こ
の
早
期
開
通
を
め
ざ
し
、

関
係
各
所
に
要
望
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
国
交
省
、
財
務
省
、

与
党
自
民
党
本
部
、
大
臣
は
じ
め

関
係
議
員
、
県
選
出
議
員
へ
の
要

望
活
動
で
す
。

伊
豆
地
域
の
首
長
や
議
員
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、

漁
協
、
農
協
、
森
林
組
合
等
の
皆

様
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

要
望
活
動
は
地
域
の
声
、
地
域
の

思
い
を
伝
え
る
手
段
で
す
。
何
度

も
何
度
も
行
う
こ
と
が
地
域
の
思

い
の
強
さ
に
な
り
ま
す
。

私
は
就
任
以
来
、
こ
の
要
望
活

動
の
参
加
率
は
一
番
で
す
。
市
長

と
し
て
、
市
民
の
要
望
を
し
っ
か

り
伝
え
、
早
期
開
通
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
要
望
活
動
と
同
時
に

大
切
な
こ
と
は
、
縦
貫
道
建
設
に

対
す
る
地
域
住
民
の
賛
成
の
声
、

歓
迎
の
声
、
期
待
の
声
を
形
に
表

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
促
進
の
決

起
大
会
開
催
も
必
要
で
す
。
縦
貫

道
に
伴
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
も
必
要
で
す
。
要
望
を

数
で
表
す
署
名
活
動
も
必
要
で
す
。

各
地
域
、
各
産
業
界
で
の
道
づ
く

り
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
表
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

行
政
と
し
て
一
生
懸
命
リ
ー
ド

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
地
域
一
体

と
な
っ
た
促
進
活
動
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
田
市
長

楠

山

俊

介

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

障
害
の
あ
る
方
の
保
護
者
が
自

ら
の
生
存
中
に
毎
月
一
定
額
の
掛

金
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
万

一
保
護
者
が
死
亡
又
は
重
度
障
害

と
な
っ
た
場
合
、
障
害
の
あ
る
方

に
終
身
一
定
額
の
年
金
を
支
給
す

る
と
い
う
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
方

県
内
に
住
所
が
あ
り
、
障
害
の

あ
る
方
を
扶
養
し
て
い
る

歳
未

６５

満
の
保
護
者
で
、
特
別
の
疾
病
又

は
障
害
が
な
く
、
生
命
保
険
に
加

入
で
き
る
健
康
な
方
。

※
障
害
の
あ
る
方
１
人
に
対
し
、

加
入
で
き
る
保
護
者
は
１
人
。

※
障
害
の
あ
る
方
１
人
に
つ
き
、

２
口
ま
で
加
入
可
能
。

障
害
の
あ
る
方
の
範
囲

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
将

来
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

①
知
的
障
害

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、

そ
の
障
害
が
１
級
か
ら
３
級
ま

で
に
該
当
す
る
障
害

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な

障
害
の
あ
る
方
（
精
神
病
、
脳

性
麻
痺
、
自
閉
症
、
血
友
病
な

ど
）
で
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
①

ま
た
は
②
の
者
と
同
程
度
と
認

め
ら
れ
る
方

年
金
支
給
額

1
口
加
入
の
場
合

月
額
２
万
円

2
口
加
入
の
場
合

月
額
４
万
円

な
お
、
１
年
以
上
加
入
し
た
後
、

加
入
さ
れ
た
保
護
者
よ
り
先
に
障

害
の
あ
る
方
が
死
亡
し
た
場
合
に

は
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
５
年
以
上
加
入
し
た
方

が
脱
退
し
た
場
合
に
は
脱
退
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

優
遇
措
置

・
所
得
状
況
に
応
じ
、
掛
金
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
年
度
中
支
払
っ
た
掛
金
の
総
額

の
２
分
１
（
１
０
０
円
未
満
端
数

切
捨
て
）
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

福
祉
事
務
所
（
窓
口
⑥
）
に
、

次
の
書
類
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

①
加
入
申
込
書
、
障
害
証
明
書

②
住
民
票
の
写
し
（
申
込
者
及
び

障
害
の
あ
る
方
そ
れ
ぞ
れ
に
必

要
で
す
。）

③
申
込
者（
被
保
険
者
）告
知
書（
申

込
者
の
健
康
状
態
を
告
知
す
る

書
類
で
す
。）

④
障
害
の
あ
る
方
の
障
害
の
種
類

及
び
程
度
を
証
明
す
る
書
類

（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
及
び
年
金
証
書
等
）

⑤
年
金
管
理
者
指
定
届
書
（
障
害

の
あ
る
方
が
年
金
を
管
理
す
る

こ
と
が
困
難
な
と
き
。）

⑥
印
鑑

※
加
入
承
認
日
は
毎
月
１
日
と
し
、

加
入
申
し
込
み
か
ら
１
～
２
か

月
程
度
を
要
し
ま
す
。

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

（
窓
口
⑥
）緯
鰻
２
２
１
６

掛金納付額（1月1口）加入時年齢

9,300円35歳未満

11,400円35歳以上～40歳未満

14,300円40歳以上～45歳未満

17,300円45歳以上～50歳未満

18,800円50歳以上～55歳未満

20,700円55歳以上～60歳未満

23,300円60歳以上～65歳未満

１口分の掛金月額
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市民スポーツセンターを会場に第22回輪投げ大会（下田市

老人クラブ連合会主催）が行われました。約200名が参加し、

4m先の的を目掛けて真剣勝負が繰り広げられ、お互いの腕を

競い合いました。

伊豆縦貫道現場見学会が行われました10/27

地図に示されたチェックポイントで写真撮影し、制限時間

内にどれだけ巡れるかを競う「フォトロゲイニング・ニッポ

ン・伊豆下田2014」が開催されました。全国からの参加者が、

市内各地の名所や景色を楽しみました。

市内各地でシャッターチャンス！11/2
この日、稲生沢中学校、稲梓中学校の2校で、選挙出前授

業が行われました（写真は稲生沢中）。県の選挙管理委員会に

よるクイズや、市選挙管理委員会による、模擬選挙、開票作

業が行われ、選挙の大切さを学びました。

輪投げで広がる地域の輪11/1

厳粛な選挙を体験11/6

月
の
で
き
ご
と

11

株式会社下田電化設備工業、伊豆太陽農業協同組合、有限

会社澤村紙店、小林テレビ設備有限会社、有限会社喜久屋呉

服店の5事業所が消防団協力事業所に認定されました。団員

を雇用したり、資機材提供などでご協力いただきます。

消防団活動へのご協力をお願いします11/12
11月1日に開催された、第45回ジュニアオリンピック陸上

競技大会「中学2年女子100m」の部で見事決勝に勝ち進み、

全国4位の成績を残した木村凪沙さんがこの日、市役所を訪

問し、教育長、副市長に報告をしました。

11/12

現在建設中の天城北道路の工事現場を見学しました。普段

見ることのできない橋の工事やトンネルの工事を見学できま

した。だんだんと下田へ縦貫道が近づいてきているのが実感

でき、今後縦貫道に寄せる期待が膨らんできます。

10月～11月 市政懇話会

上旬～中旬 第58回下田市芸術祭

1日 ごみひろいしましょ（田牛）

下田開港160周年記念講演会（吉田みどり氏）

4日 子ども・若者育成支援強調月間街頭キャンペーン

8日 伊豆大特産市

8日 第43回秋季全日本学生サーフィン選手権大会

9日 秋の全国火災予防運動 防火パレード

13日 納税表彰式（伊豆下田税務協会）

15日 遊・VIVA！ 村まつり

22日 ShimodaLovingVoice2014

29日 下田がんバル（湯めぐりバル）

全国4位の快挙です これからもがんばって！


